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ゴミ問題

不
法
投
棄
の
対
応
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
対
策
講
じ
る

吉川淑子議員

住
民
協
働

今後のスケジュールは
３月までに計画策定

町の考えを聞く

質
問

平
成
十
八
年
四
月
か

ら
「
住
民
協
働
推
進
室
」
が
設

置
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
課
題
を
解
決
・
改

善
し
て
い
く
方
法
と
し
て
は
、

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
思
う
。
つ
い

て
は
次
の
点
を
問
う
。

①
住
民
協
働
の
推
進
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
各
地
区
の
組
織
の
状
況
、
地

区
へ
の
啓
発
は
。

沼
崎
町
長
　

①
町
民
を
委
員
と
し
た
「
第
一

回
住
民
協
働
推
進
計
画
策
定

委
員
会
」
を
昨
年
十
二
月
に

開
催
し
、
町
の
計
画
を
示
し

た
。
今
後
は
こ
の
委
員
会
で

検
討
を
進
め
、
三
月
ま
で
に

は
計
画
を
策
定
し
た
い
。

②
町
内
に
は
十
八
の
自
治
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
自
治
会
で
は

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
活
動
の
停

滞
や
役
員
の
な
り
手
が
な
い

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

自
治
会
も
あ
る
。

新
た
な
自
治
会
と
し
て
、

今
年
度
、
大
沢
上
条
地
区
に

組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
八
幡
町
、
中
央
町
の

一
部
で
自
主
防
災
組
織
設
立

の
準
備
を
し
て
い
る
。
自
治

会
が
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
、
設
立
に
つ
い
て
啓
発
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

町
で
は
、
大
掃
除
や

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ゴ
ミ

の
分
別
指
導
な
ど
を
実
施
し
、

不
法
投
棄
の
防
止
や
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
不
法

投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で

あ
る
。
山
田
町
の
豊
か
な
自

然
・
環
境
を
守
る
た
め
次
の
点

を
問
う
。

①
不
法
投
棄
の
状
況
は
。

②
今
後
の
対
応
策
は
。

沼
崎
町
長
　

①
平
成
十
七
年
度
は
、
電
化
製

品
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
で
九
・

三
�
。
十
八
年
度
は
十
月
末

現
在
で
二
・
八
�
と
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

あ
る
。

②
「
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
指
導

員
」「
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
」

の
協
力
に
よ
り
、
不
法
投
棄

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
法
投

棄
現
場
へ
の
看
板
設
置
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も

活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪

で
あ
る
と
の
認
識
を
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
啓
発
し
、

宮
古
警
察
署
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

め
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

町公衆衛生組合連合会による
「不法投棄パトロール」の様子


